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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】同時により多くのＬＥＤを駆動するＬＥＤアレ
イ回路を提供する。
【解決手段】複数のＬＥＤユニットを備えたＬＥＤアレ
イ回路であって、該各ＬＥＤユニットは、水平スキャン
ラインと、垂直スキャンラインと、正端において該水平
スキャンラインに接続され、負端において該垂直スキャ
ンラインに接続された第１のＬＥＤと、正端において該
垂直スキャンラインに接続され、負端において該水平ス
キャンラインに接続された第２のＬＥＤとを備え、前記
複数のＬＥＤユニットは、接続された該水平スキャンラ
インと該垂直スキャンラインとによって互いに整列され
ている。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＬＥＤユニットを備えたＬＥＤアレイ回路であって、該各ＬＥＤユニットは、
　水平スキャンラインと、
　垂直スキャンラインと、
　正端において該水平スキャンラインに接続され、負端において該垂直スキャンラインに
接続された第１のＬＥＤと、
　正端において該垂直スキャンラインに接続され、負端において該水平スキャンラインに
接続された第２のＬＥＤと
を備え、
　前記複数のＬＥＤユニットは、接続された該水平スキャンラインと該垂直スキャンライ
ンとによって互いに整列されているＬＥＤアレイ回路。
【請求項２】
　前記第１のＬＥＤは、前記水平スキャンラインに論理Ｈｉｇｈ電圧を印加し、前記垂直
スキャンラインに論理Ｌｏｗ電圧を印加することでスキャンされる請求項１に記載のＬＥ
Ｄアレイ回路。
【請求項３】
　前記第２のＬＥＤは、前記水平スキャンラインに論理Ｌｏｗ電圧を印加し、前記垂直ス
キャンラインに論理Ｈｉｇｈ電圧を印加することでスキャンされる請求項１に記載のＬＥ
Ｄアレイ回路。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、ＬＥＤアレイ回路、特に、一対の水平スキャンラインと垂直スキャンライン
との間に２つのＬＥＤ（発光ダイオード）が接続され制御されるＬＥＤアレイ回路に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　図１は従来のＬＥＤアレイの構成図である。このＬＥＤアレイは、ＬＥＤ１１、ＬＥＤ
１２、第１垂直スキャンライン１３、ＬＥＤ１４、ＬＥＤ１５、第２垂直スキャンライン
１６、第１水平スキャンライン１７、及び第２水平スキャンライン１８を備える。
【０００３】
　図１に示すように従来の２×２ＬＥＤアレイは、１組の水平スキャンラインと１組の垂
直スキャンラインとを備える。この水平スキャンライン組は、第１水平スキャンライン１
７と第２水平スキャンライン１８との２本の水平スキャンラインを含む。該垂直スキャン
ライン組は、第１垂直スキャンライン１３と第２垂直スキャンライン１６との２本の垂直
スキャンラインを含む。水平スキャンライン（１７、１８）と垂直スキャンライン（１３
、１６）との各対のライン間にＬＥＤ（１１、１２、１４、１５）が接続されている。従
って、２つの水平スキャンライン１７、１８と２つの垂直スキャンライン１３、１６を備
える構成は、４つのＬＥＤ１１、１２、１４、１５を駆動でき、２×２ＬＥＤアレイであ
る。
【０００４】
　従来の２×２ＬＥＤアレイでは、スキャンにより、水平スキャンライン組の水平スキャ
ンライン１７、１８に論理Ｈｉｇｈ電圧を印加し、駆動するＬＥＤに接続された垂直スキ
ャンラインに論理Ｌｏｗ電圧を印加することでＬＥＤを点灯させる。各ＬＥＤは、対応す
る垂直スキャンラインに論理Ｈｉｇｈ電圧を印加した場合、点灯しない。例えば、ＬＥＤ
１１をオンする場合、第１水平スキャンライン１７をスキャンする時に、第１垂直スキャ
ンライン１３に論理Ｌｏｗ電圧を印加する（ＬＥＤ１１の正端に第１水平スキャンライン
１７の論理Ｈｉｇｈ電圧が印加され、ＬＥＤ１１の負端に第１垂直スキャンライン１３の
論理Ｌｏｗ電圧が印加されてＬＥＤ１１はオンされる）。一方、ＬＥＤ１５をオンしない
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場合、第２水平スキャンライン１８をスキャンする時に、第２垂直スキャンライン１６に
論理Ｈｉｇｈ電圧を印加する（ＬＥＤ１５の正端に第２水平スキャンライン１８の論理Ｈ
ｉｇｈ電圧が印加され、ＬＥＤ１５の負端に第２垂直スキャンライン１６の論理Ｈｉｇｈ
電圧が印加されてＬＥＤ１５はオンしない）。
【０００５】
　従来技術には次のような欠点がある。従来のＬＥＤアレイ回路では、水平スキャンライ
ンと垂直スキャンラインとの各対のライン間にただ１つのＬＥＤを接続し制御することが
できるが、それ以上のＬＥＤを配置できず、従ってサイズを削減できない。
【０００６】
　従って、上記欠点を解消し、ＬＥＤアレイ回路において同時により多くのＬＥＤを駆動
する方法が、本考案の主題である。
【考案の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案の目的は、水平スキャンラインと垂直スキャンラインとの各対のライン間に２つ
のＬＥＤを互いに正端と負端を反転して接続し、水平スキャンラインと垂直スキャンライ
ンとにＨｉｇｈレベル電圧とＬｏｗレベル電圧とを交互に印加することで、より多くのＬ
ＥＤを同時に駆動する新規で先進的なＬＥＤアレイ回路を提供することである。
【０００８】
　本考案のＬＥＤアレイ回路は、複数のＬＥＤユニットを備えたＬＥＤアレイ回路であっ
て、該各ＬＥＤユニットは、水平スキャンラインと、垂直スキャンラインと、正端におい
て該水平スキャンラインに接続され、負端において該垂直スキャンラインに接続された第
１のＬＥＤと、正端において該垂直スキャンラインに接続され、負端において該水平スキ
ャンラインに接続された第２のＬＥＤとを備え、前記複数のＬＥＤユニットは、接続され
た該水平スキャンラインと該垂直スキャンラインとによって互いに整列されている。
【０００９】
　本考案の１つの態様によれば、前記第１のＬＥＤは、前記水平スキャンラインに論理Ｈ
ｉｇｈ電圧を印加し、前記垂直スキャンラインに論理Ｌｏｗ電圧を印加することでスキャ
ンされる。
【００１０】
　本考案の１つの態様によれば、前記第２のＬＥＤは、前記水平スキャンラインに論理Ｌ
ｏｗ電圧を印加し、前記垂直スキャンラインに論理Ｈｉｇｈ電圧を印加することでスキャ
ンされる。
【００１１】
　本考案は、添付の図面を参照しながら下記の記載を読むことにより最も良く理解される
であろう。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図２は、本考案のＬＥＤアレイ回路の実施形態を示す図である。本ＬＥＤアレイ回路は
、第１のＬＥＤ２１、第１のＬＥＤ２２、第１垂直スキャンライン２３、第２のＬＥＤ２
４、第２のＬＥＤ２５、第１のＬＥＤ２６、第１のＬＥＤ２７、第２垂直スキャンライン
２８、第２のＬＥＤ２９、第１水平スキャンライン２１０、第２のＬＥＤ２１１、第２水
平スキャンライン２１２、及びＬＥＤユニット２１３を含む。
【００１３】
　図２に示すように、本考案のＬＥＤアレイ回路の実施形態は、１組の水平スキャンライ
ンと１組の垂直スキャンラインと４つのＬＥＤユニット２１３とを備える２×２アレイ回
路である。該１組の水平スキャンラインは、第１水平スキャンライン２１０と第２水平ス
キャンライン２１２との２つの水平スキャンラインを含む。該１組の垂直スキャンライン
は、第１垂直スキャンライン２３と第２垂直スキャンライン２８との２つの垂直スキャン
ラインを含む。従来技術と違って、本考案のＬＥＤアレイ回路は、水平スキャンライン（
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２１０、２１２）と垂直スキャンライン（２３、２８）との各対のライン間に２つのＬＥ
Ｄ（２１、２２、２４、２５、２６、２７、２９、２１１）が接続可能である。第１のＬ
ＥＤ２１、２２、２６、２７の正端は、水平スキャンライン２１０、２１２に接続され、
負端は、垂直スキャンライン２３、２８に接続されている。第２のＬＥＤ２４、２５、２
９、２１１の正端は、垂直スキャンライン２３、２８に接続され、負端は、水平スキャン
ライン２１０、２１２に接続されている。従って、このＬＥＤアレイ回路構成は、２つの
水平スキャンライン２１０、２１２と、２つの垂直スキャンライン２３、２８とを備え、
合計８つのＬＥＤ２１、２２、２４、２５、２６、２７、２９、２１１を駆動することが
できる。
【００１４】
　本考案のＬＥＤアレイ回路の実施形態によると、第１のＬＥＤ２１、２２、２６、２７
の駆動方法は上記従来技術と同じである（水平スキャンライン２１０、２１２に論理Ｈｉ
ｇｈ電圧を印加し、垂直スキャンライン２３、２８に論理Ｌｏｗ電圧を印加する）。一方
、第２のＬＥＤ２４、２５、２９、２１１の場合は、別の特別な駆動方法を使用する。即
ち、第１のＬＥＤ２１、２２、２６、２７の駆動完了後、水平スキャンライン２１０、２
１２に論理Ｌｏｗ電圧を印加し、垂直スキャンライン２３、２８に論理Ｈｉｇｈ電圧を印
加することで、第２のＬＥＤ２４、２５、２９、２１１をスキャンする。この駆動方法は
、第１のＬＥＤ２１、２２、２６、２７をスキャンする時、第２のＬＥＤ２４、２５、２
９、２１１をオフすることができ、第２のＬＥＤ２４、２５、２９、２１１をスキャンす
る時、第１のＬＥＤ２１、２２、２６、２７をオフすることができるので、従来の２倍の
数のＬＥＤを駆動することができる。
【００１５】
　本考案には次のような利点がある。本考案のＬＥＤアレイ回路の実施形態は、水平スキ
ャンラインと垂直スキャンラインとの各対のライン間の２つのＬＥＤを駆動可能であり、
同様の構成で従来の２倍の数のＬＥＤを駆動することができる。
【００１６】
　要約すると、本考案のＬＥＤアレイ回路は、先進で新規な技術により、水平スキャンラ
インと垂直スキャンラインとの各対のライン間に２つのＬＥＤを互いに正負を反転して電
気的に接続し、水平スキャンラインと垂直スキャンラインとにＨｉｇｈレベル電圧とＬｏ
ｗレベル電圧とを交互に印加することで、本ＬＥＤアレイ回路は２倍の数のＬＥＤを駆動
することができる。ＬＥＤアレイ回路の水平スキャンラインと垂直スキャンラインとの各
対のライン間に２つのＬＥＤを互いに正負を反転して電気的に接続する限り、別のタイプ
のＬＥＤを使用したり、スキャンラインを増やす等の変形は、本考案の範囲に入る。
【００１７】
　本考案を、最も実用的で好適であると現在考えられる実施形態に関して説明したが、本
考案は、開示された実施形態に限定される必要はないことは理解されるべきである。それ
どころか、最も広い解釈によって与えられる添付の請求項の思想と範囲内に入る様々な変
更及び同様の構成を含むよう意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】従来技術を使用したＬＥＤアレイ回路の構成図である。
【図２】本考案の実施形態に係るＬＥＤアレイ回路の構成図である。
【符号の説明】
【００１９】
　２１、２２、２６、２７　第１のＬＥＤ
　２４、２５、２９、２１１　第２のＬＥＤ
　２３、２８　垂直スキャンライン
　２１０、２１２　水平スキャンライン
　２１３　ＬＥＤユニット
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